
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
骸
骨

工
　
　
藤
　
　
あ 

い 

か

　

は
じ
め
に

　

浮
世
絵
は
、
庶
民
の
中
に
浸
透
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
絵
師
は
日
常
的
に
社
会

情
勢
に
敏
感
に
反
応
し
、
庶
民
の
求
め
る
画
題
を
的
確
に
捉
え
、
し
か
も
造
形
に

工
夫
を
加
え
て
強
い
個
性
を
発
揮
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
浮
世
絵
に
現
れ
た
骨
格
表
現
を
、
主
に
鈴
木
隆
雄
・
林
𣳾

史
氏
総
編
集
『
骨
の
事
典
』
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
分
析
し
て
い
く
（
註
１
）。

頭
蓋
骨
の
細
部
に
わ
た
る
性
別
分
析
は
、
す
で
に
埴
原
和
郎
氏
（
註
２
）、
長
岡

朋
人
氏
ら
（
註
３
）
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、
形
質
人

類
学
者
な
ら
ば
肉
眼
で
の
観
察
で
性
の
判
定
を
し
た
場
合
、
九
十
か
ら
九
十
五
％

は
的
中
す
る
結
果
が
出
た
（
註
４
）
と
評
価
す
る
ほ
ど
精
度
が
高
い
。『
骨
の
事

典
』
で
は
、
従
来
の
研
究
の
蓄
積
を
元
に
土
肥
直
美
氏
が
「
骨
の
個
体
識
別
」
と

し
て
一
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
と
く
に
性
差
が
顕
著
に
現
れ
る
の

は
頭
蓋
骨
で
あ
り
、
そ
の
判
別
方
法
に
は
あ
る
部
位
を
細
部
ま
で
計
測
し
て
判
別

す
る
方
法
と
、
表
面
に
現
れ
る
形
状
の
違
い
に
よ
っ
て
判
別
す
る
非
計
測
的
方
法

　
　
　

要　
　

旨

　
「
相
馬
の
古
内
裏
」
は
歌
川
国
芳
〔
寛
政
九
年
（
一
七
九
八
）
〜
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）〕
が
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
本
作
の
制
作
に
は
、「
解
剖
図
」
等
の
挿
図

や
見
世
物
興
行
の
盛
行
と
い
っ
た
背
景
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の

指
摘
が
あ
り
、
ま
た
描
か
れ
て
い
る
骸
骨
に
つ
い
て
、
解
剖
学
的
な
要
素
が
あ
る
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
国
芳
作
品
を
取
り
上
げ
た
上
、
国
芳
の
弟
子
で
あ
る
月
岡
芳
年
〔
天
保

十
年
（
一
八
三
九
）
〜
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）〕
の
「
新
形
三
十
六
怪
撰 

地
獄

太
夫
悟
道
の
図
」
に
見
ら
れ
る
骸
骨
図
を
検
証
し
、
さ
ら
に
葛
飾
北
斎
の
「
百
物
語 

こ
は
だ
小
平
二
」
に
描
か
れ
る
妖
怪
の
頭
部
を
題
材
に
し
て
、
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
解

剖
学
的
要
素
（
医
学
的
整
合
性
）
の
検
証
を
、
主
と
し
て
男
女
の
性
差
に
注
目
し
て

行
っ
た
。
現
代
医
学
の
厳
密
性
は
な
い
に
せ
よ
、
三
つ
の
作
品
に
は
解
剖
学
的
要
素
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

①
相
馬
の
古
内
裏
、
②
歌
川
国
芳
、
③
浮
世
絵
、
④
骸
骨

＊
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が
示
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
対
象
が
絵
画
表
現
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
後
者
の
方

法
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
稿
で
参
考
に
し
た
『
骨
の
事
典
』
所
収
「
骨
の
個
体
識
別
」
に
掲
げ
ら
れ
る

非
計
測
的
方
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
当
該
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　

①　

 

項
筋
稜
：
後
頭
骨
後
面
の
項
筋
付
着
部
に
形
成
さ
れ
る
稜
で
、
筋
肉
の

発
達
し
た
男
性
で
は
こ
の
稜
は
棚
状
、
あ
る
い
は
釣
状
に
後
方
に
突
出

す
る
こ
と
が
あ
る
。
女
性
で
は
発
達
が
弱
く
、
後
頭
骨
の
表
面
は
な
め

ら
か
で
、
後
方
へ
の
骨
の
突
出
な
ど
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
　

②　

 

乳
様
突
起
：
乳
様
突
起
も
男
性
で
発
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
サ

イ
ズ
も
形
も
か
な
り
変
異
が
大
き
く
、
ま
た
集
団
間
の
差
も
大
き
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
観
察
の
際
に
は
、
長
さ
で
は
な
く
、
体
積
を
評
価
す

べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

③　

 

眼
窩
上
緑
：
眼
筋
上
孔
の
外
側
で
、
眼
窩
縁
の
厚
さ
を
比
べ
る
。
女
性

で
は
、
眼
窩
縁
は
薄
く
シ
ャ
ー
プ
で
あ
る
が
、
男
性
で
は
厚
く
、
眼
御

縁
は
丸
い
。

　
　

④　

 

眉
弓
：
頭
蓋
骨
の
側
面
観
で
、
眼
窩
上
部
の
輪
郭
を
み
る
と
、
女
性
で

は
眉
号
の
発
達
が
弱
く
、
な
め
ら
か
で
あ
る
。
眉
号
の
発
達
し
た
男
性

の
場
合
は
、
眼
窩
上
部
が
突
出
し
、
丸
い
固
ま
り
状
の
グ
ラ
ベ
ラ
隆
起

を
形
成
す
る
。

　
　

⑤　

 

オ
ト
ガ
イ
隆
起
：
下
顎
骨
中
央
部
の
オ
ト
ガ
イ
隆
起
も
男
性
で
発
達
が

頭
者
で
あ
る
。

　
　

⑥　

 

従
来
か
ら
よ
く
用
い
ら
れ
て
き
た
指
標
で
あ
る
側
頭
部
の
発
達
程
度
、

前
頭
洞
の
大
き
さ
、
外
後
頭
隆
起
の
発
達
程
度
、
口
蓋
骨
の
大
き
さ
、

側
頭
骨
頬
骨
突
起
後
縁
の
発
達
程
度
、
前
頭
結
節
の
発
達
程
度
も
参
考

と
な
る
。

　
　

⑦　

 

縫
合
線
：
頭
蓋
骨
の
縫
合
線
は
加
齢
と
と
も
に
徐
々
に
癒
合
し
、
消
え

て
い
く
（
註
５
）。

　

な
お
、
考
察
に
際
し
て
は
こ
の
他
に
頭
蓋
骨
の
特
色
や
性
差
を
平
易
に
説
明
し

た
鈴
木
氏
の
著
作
（
註
６
）
お
よ
び
窪
田
金
次
郎
氏
ほ
か
の
『
図
説
体
表
解
剖

学
』
に
載
る
図
解
（
註
７
）
を
補
足
的
に
参
照
し
、
さ
ら
に
性
差
を
説
明
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
松
井
章
氏
の
図
版
を
補
助
的
に
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
（
註
８
）。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
歌
川
国
芳
、
月
岡
芳
年
、
葛
飾
北
斎
の
作
品
で

あ
る
。
ま
ず
国
芳
の
「
相
馬
の
古
内
裏
」
を
取
り
上
げ
た
の
ち
、
国
芳
の
有
力

な
弟
子
で
あ
っ
た
月
岡
芳
年
〔
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
〜
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）〕
の
「
新
形
三
十
六
怪
撰 

地
獄
太
夫
悟
道
の
図
」
を
検
証
し
、
さ

ら
に
葛
飾
北
斎
の
「
百
物
語 

こ
は
だ
小
平
二
」
を
加
え
、
描
か
れ
た
骸
骨
に
注

目
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
解
剖
学
的
要
素
（
医
学
的
整
合
性
）
を
見
て
ゆ

き
た
い
。

第
一
章　

骨
の
描
か
れ
た
浮
世
絵

　

第
一
節　

歌
川
国
芳
「
相
馬
の
古
内
裏
」

　

斬
新
で
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
多
く
残
し
た
歌
川
国
芳
〔
寛
政
九
年
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（
一
七
九
八
）
〜
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）〕
は
、
江
戸
末
期
を
代
表
す
る
浮
世
絵

師
の
一
人
と
し
て
近
年
注
目
を
集
め
て
お
り
、
特
別
展
も
全
国
各
地
で
開
か
れ
て

い
る
（
註
９
）。
ま
た
、
専
門
書
の
み
な
ら
ず
、
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
浮

世
絵
師
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
い
う
ま
で
も
な
い
（
註
10
）。

　

こ
こ
で
は
国
芳
作
品
の
多
彩
さ
を
検
証
す
る
過
程
で
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）

ご
ろ
に
制
作
さ
れ
、
画
面
に
大
き
く
骸
骨
が
描
か
れ
る
「
相
馬
の
古
内
裏
」﹇
図

１
﹈
に
着
目
す
る
。

　

本
作
は
、
一
八
〇
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
山
東
京
伝
の
読
本
『
善
知
安
方
忠
義
伝
』

を
題
材
に
取
り
上
げ
た
作
品
で
、
大
判
錦
絵
三
枚
続
の
ほ
ぼ
二
枚
分
に
大
き
く
骸

骨
を
描
き
、
左
上
に
、「
相
馬
の
古
内
裏
に
将
門
の
姫
瀧
夜
叉
妖
術
を
以
て
味
方

を
集
む
る
大
宅
太
郎
光
國
（
光
国
）
妖
怪
を
試
さ
ん
と
爰
に
来
り
竟
に
是
を
亡
ぼ

す
」
と
あ
る
。

　

三
枚
続
の
こ
の
絵
は
、
左
上
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
表
さ
れ
る
破
れ
た
御
簾
に

よ
っ
て
、
画
面
を
大
胆
に
二
分
し
、
見
上
げ
る
ほ
ど
に
巨
大
な
骸
骨
を
表
す
こ
と

で
臨
場
感
溢
れ
る
画
面
を
演
出
し
て
い
る
。
原
作
で
は
滝
夜
叉
姫
の
妖
術
に
よ
っ

て
操
ら
れ
た
複
数
の
骸
骨
が
光
國
に
襲
い
か
か
る
場
面
と
な
る
が
、
国
芳
は
あ
え

て
原
作
を
改
め
、
一
体
の
巨
大
な
骸
骨
と
し
て
描
い
た
。
一
番
左
に
い
る
女
性
が
、

骸
骨
を
操
っ
て
い
る
滝
夜
叉
姫
で
、
中
央
の
男
性
が
大
宅
太
郎
光
國
、
そ
の
右
隣

に
い
る
の
が
姫
の
仲
間
の
荒
井
丸
で
あ
る
。
姫
を
守
ろ
う
と
立
ち
塞
が
っ
た
荒
井

丸
を
光
國
が
打
ち
倒
し
、
姫
に
向
か
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
巨
大
な
骸
骨
が
現
れ

た
の
で
あ
る
。

　

本
作
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
（
註
11
）。

そ
の
中
で
、
鈴
木
重
三
氏
は
本
作
の
制
作
背
景
と
し
て
、
西
洋
医
学
の
普
及
に
よ

る
「
解
剖
図
」
等
の
挿
図
、
も
し
く
は
当
時
庶
民
の
間
で
人
気
の
あ
っ
た
「
見
世

物
興
行
」
と
い
っ
た
要
素
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
12
）。
ま
た
浅
野
秀

剛
氏
は
、
描
か
れ
て
い
る
骸
骨
に
つ
い
て
、「
解
剖
学
的
な
要
素
が
あ
る
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
註
13
）。

　

ま
ず
国
芳
の
描
い
た
骸
骨
の
み
を
考
察
の
対
象
と
し
た
も
の
に
、
千
葉
正
司
氏
、

三
國
裕
子
氏
の
研
究
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
国
芳
が
作
画
に
あ
た
り
「
木
骨
」

か
ら
骸
骨
の
立
体
感
を
掴
み
、
杉
田
玄
白
ら
の
「
解
体
新
書
」
支
體
全
骨
の
挿
絵

を
利
用
・
改
変
し
て
大
骸
骨
を
創
作
し
た
と
推
論
さ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
研
究
の

過
程
で
「
相
馬
の
古
内
裏
」
の
肋
骨
が
解
剖
学
的
に
異
な
る
点
を
発
見
さ
れ
、
そ

の
原
因
を
、
国
芳
が
、
骨
格
図
の
一
部
に
誤
り
の
あ
る
ト
ー
マ
ス
・
バ
ル
ト
マ
リ

ン
の
「
カ
ス
パ
ル
解
体
書
」
高
連
骨
格
図
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
た
（
註
14
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
国
芳
が
そ
う
し
た
西
洋
の
医
学
書
を
参
考

に
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
た
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

国
芳
が
新
来
の
西
洋
の
知
見
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
オ
ラ

ン
ダ
で
出
版
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ホ
フ
の
「
東
西
海
陸
紀
行
」
に
所
収
の
銅
板
挿
絵
の

う
ち
バ
タ
ビ
ア
の
領
主
館
の
建
物
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
「
忠
臣
蔵
十
一
段
目
夜

討
之
図
」
に
使
わ
れ
て
い
た
り
、「
一
魁
随
筆 

山
姥 

怪
童
丸
」
が
キ
リ
ス
ト
教

の
聖
母
子
を
参
考
に
し
た
り
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
り
（
註
15
）、
骨
格
を
描
く
に
あ
た
り
、
西
洋
の
医
学
書
が
念

頭
に
置
か
れ
た
こ
と
は
む
し
ろ
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
、
実
際
に
本
作
に
描
か

れ
た
骸
骨
は
、
細
部
に
わ
た
り
克
明
で
、
原
拠
の
存
在
さ
え
も
容
易
に
推
測
さ
れ
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る
。

　

で
は
描
か
れ
た
骸
骨
に
注
目
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
先
述
の
通
り
、
男
女
の
性
差

が
明
確
に
出
や
す
い
と
い
う
頭
蓋
骨
に
注
目
す
る
﹇
図
２
﹈。

　

ま
ず
グ
ラ
ベ
ラ
（
④
眉
の
上
の
隆
起
）、
乳
様
突
起
（
②
耳
の
後
ろ
の
隆
起
）、

お
よ
び
項
筋
稜
（
①
後
頭
部
で
の
曲
が
り
目
の
形
成
）
の
三
箇
所
﹇
図
３
﹈
に
着

目
す
る
。
一
般
に
こ
れ
ら
は
男
性
の
方
が
膨
ら
ん
で
発
達
し
（
註
16
）、
さ
ら
に

鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、
眉
間
が
し
ば
し
ば
く
ぼ
む
の
に
対
し
、
額
の
上
部
の
膨
ら
み

（
前
頭
結
節
）
は
し
ば
し
ば
女
性
の
方
に
現
れ
る
と
い
う
（
註
17
）。
こ
の
指
摘
を

念
頭
に
男
女
の
性
差
や
成
人
と
子
ど
も
と
の
差
異
な
ど
に
つ
い
て
特
徴
を
見
る
。

　

頭
骸
骨
に
は
眼
球
が
無
く
、
視
線
の
方
向
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
わ
ず

か
に
下
向
き
に
描
か
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
光
國
を
覗
き
込
む
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

歯
は
何
本
か
が
抜
け
落
ち
、
し
か
も
不
揃
い
な
生
え
方
を
し
て
お
り
、
そ
れ
が
か

え
っ
て
骸
骨
に
対
す
る
恐
怖
感
を
助
長
す
る
。
も
ち
ろ
ん
骸
骨
に
は
皮
膚
や
髪
の

毛
の
残
存
が
な
く
、
完
全
に
白
骨
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
後
述
す
る
北
斎
の
作

品
よ
り
骨
の
接
合
面
（
合
わ
せ
目
）
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
が
、
縫
合
線
（
⑤
）

は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
子
ど
も
の
骸
骨
が
念
頭
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

眼
窩
（
眼
球
の
入
る
穴
）
の
奥
に
見
え
る
細
長
い
穴
状
の
表
現
は
、
鈴
木
氏
に
従

え
ば
、
頭
蓋
骨
の
中
心
に
あ
る
蝶
形
骨
（
蝶
の
よ
う
な
形
を
し
た
骨
）
に
空
く
穴

と
考
え
ら
れ
、
右
眼
の
下
の
丸
い
穴
は
、
眼
窩
下
孔
﹇
図
４
﹈、
す
な
わ
ち
鼻
の

左
右
の
横
辺
り
に
あ
る
穴
と
見
て
よ
い
（
註
18
）。
下
顎
骨
に
オ
ト
ガ
イ
孔
（
⑤
）

﹇
図
５
﹈
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
国
芳
の
描
い
た
骸
骨
に
は
解
剖
学
的
知
見

が
取
り
入
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
真
正
面
を
向
い
た
骨
で
は

な
く
横
向
き
の
骨
格
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
学
書
の
挿
絵
と
い
っ
た
平
面

的
な
も
の
よ
り
も
、
や
は
り
千
葉
正
司
氏
、
三
國
裕
子
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

立
体
的
な
骨
格
標
本
に
近
い
も
の
を
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
註

19
）。

　

男
女
の
性
差
に
つ
い
て
は
、
眼
窩
上
縁
の
隆
起
（
③
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

耳
後
の
乳
様
突
起
（
②
）
は
、
一
部
欠
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
鍵
形
に
近

い
膨
ら
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
男
性
に
多
く
見
ら
れ
る
特
色
と
判

別
で
き
る
で
あ
ろ
う
﹇
図
６
﹈（
註
20
）。

　

と
こ
ろ
で
相
馬
の
古
内
裏
を
画
題
と
し
た
他
の
作
品
の
一
つ
に
、
歌
川
国
輝

（
初
代
）
の
「
猨
島
郡
岩
井
郷
相
馬
の
古
内
裏 

瀧
夜
叉
姫
」﹇
図
７
﹈
が
あ
る
。

国
輝
は
、
国
芳
の
兄
弟
子
あ
る
い
は
国
貞
の
門
人
で
、
は
じ
め
は
貞
重
と
名
乗
り
、

弘
化
四
年
頃
に
国
輝
と
改
名
し
た
。
本
作
品
の
出
版
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
三

枚
続
き
の
国
芳
画
と
は
違
い
滝
夜
叉
姫
を
一
枚
に
単
独
で
描
い
て
い
る
。
国
芳
の

作
品
と
同
じ
よ
う
に
内
裏
の
破
れ
た
御
簾
ら
し
き
も
の
を
描
き
、
中
央
に
薙
刀
を

構
え
る
滝
夜
叉
姫
と
、
そ
の
足
元
に
は
踏
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
光
國
が
描
か
れ
る

が
、
二
作
品
を
比
較
す
れ
ば
、
滝
夜
叉
姫
が
妖
術
を
使
っ
て
巨
大
な
骸
骨
を
出
現

さ
せ
る
国
芳
の
作
品
が
い
か
に
不
気
味
で
迫
力
に
満
ち
た
斬
新
な
も
の
か
が
理
解

で
き
る
。

　

第
二
節 

月
岡
芳
年
「
新
形
三
十
六
怪
撰 

地
獄
太
夫
悟
道
の
図
」

　

月
岡
芳
年
は
、
国
芳
の
弟
子
の
一
人
で
、
国
芳
よ
り
「
芳
」
の
字
を
継
承
し
た
。

武
士
の
化
け
物
退
治
、
幽
霊
を
描
い
た
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
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で
、
そ
れ
ぞ
れ
話
中
に
登
場
す
る
異
形
た
ち
を
独
自
の
世
界
観
で
描
い
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
枚
が
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
「
新
形
三
十
六
怪
撰 

地

獄
太
夫
悟
道
の
図
」﹇
図
８
﹈
で
、
こ
こ
で
は
国
芳
と
同
じ
よ
う
に
骸
骨
の
描
写

が
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。

　

地
獄
太
夫
は
室
町
時
代
に
実
在
し
た
と
言
わ
れ
、
和
泉
国
堺
の
高
須
町
に
あ
っ

た
遊
郭
に
い
た
遊
女
で
あ
る
。
作
品
に
は
、
地
獄
が
描
か
れ
た
豪
華
な
着
物
を
身

に
つ
け
る
地
獄
大
夫
が
大
き
く
描
か
れ
、
斜
め
後
ろ
に
は
燭
台
が
置
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
背
後
に
、
六
体
の
背
丈
の
大
き
な
骸
骨
と
、
二
体
の
小
さ
な
骸
骨
が

歩
き
な
が
ら
会
話
を
す
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
﹇
図
８
部
分
﹈。
手
に
提
灯
を

持
ち
、
番
傘
を
持
つ
骸
骨
も
い
る
こ
と
か
ら
、
花
魁
道
中
を
再
現
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

花
魁
道
中
は
、
花
魁
が
客
を
迎
え
に
行
く
た
め
の
道
行
で
あ
る
。
中
心
で
あ
る

花
魁
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
花
魁
が
使
用
す
る
布
団
や
道
具
一
式
を
持
つ
侍
者
な
ど

大
人
数
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
同
伴
の
男
衆
に
は
、
道
中
の
見
物
客
を
露
払
い
す

る
た
め
太
夫
よ
り
も
前
を
歩
く
金
棒
引
き
、
太
夫
の
名
前
や
所
属
す
る
妓
楼
の
紋

を
入
れ
た
提
灯
を
持
つ
提
灯
持
ち
、
花
魁
が
肩
に
つ
か
ま
る
た
め
の
肩
貸
し
、
天

候
に
関
係
な
く
花
魁
に
傘
を
差
し
掛
け
る
傘
差
し
な
ど
が
い
た
。
他
に
も
、
花
魁

の
世
話
を
す
る
七
歳
か
ら
十
二
歳
ぐ
ら
い
の
禿
が
二
人
、
見
習
い
の
若
い
遊
女
で

あ
る
振
袖
新
造
、
禿
と
同
じ
く
花
魁
の
身
の
回
り
の
世
話
や
外
部
と
の
繋
ぎ
役
を

担
う
番
頭
新
造
、
さ
ら
に
遊
女
た
ち
を
管
理
す
る
遣
り
手
の
女
性
も
加
わ
る
。
毎

回
こ
の
人
数
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
客
が
お
得
意
様
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

豪
華
な
道
行
と
な
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
と
い
う
（
註
21
）。

　

花
魁
道
中
を
描
い
た
浮
世
絵
を
見
る
と
、
花
魁
以
外
の
人
物
が
多
く
描
か
れ
て

い
る
。
例
え
ば
歌
川
広
重
「
江
戸
名
所 

吉
原
桜
之
図
」﹇
図
９
﹈
で
は
、
金
棒
引

き
、
振
袖
新
造
、
禿
、
傘
持
ち
、
番
頭
新
造
、
遣
り
手
が
同
行
し
て
い
る
し
、「
新

板
江
戸
名
所 

新
吉
原
仲
之
町
春
之
景
」﹇
図
10
﹈
に
は
四
組
の
花
魁
道
中
が
描
か

れ
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
に
振
袖
新
造
や
禿
、
傘
持
ち
、
遣
り
手
な
ど
が
い
る
。
こ
の

作
品
で
は
、
花
魁
と
禿
は
同
じ
着
物
を
身
に
纏
い
、
四
組
の
う
ち
の
ど
の
花
魁
の

世
話
を
し
て
い
る
禿
な
の
か
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
芳
年
の
描
く
骸
骨
は
、
北
斎
や
国
芳
の
描
く
も
の
と
は
違
い
、
不
気

味
さ
や
生
々
し
さ
が
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
仕
草
は
生
き
て
い
る
人
に
限
り
な
く
近

い
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
。
画
中
の
背
景
に
描
か
れ
る
八
体
の
骸
骨
に
着
目
す

る
と
、
そ
れ
ら
全
て
の
頭
蓋
骨
に
縫
合
線
（
⑦
）
は
な
く
、
前
頭
部
や
後
頭
部
に

か
け
て
の
表
現
も
、
滑
ら
か
す
ぎ
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
正
面

向
き
の
も
の
は
、
頬
骨
の
凹
凸
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
右
か
ら
三
体
目
の
骸
骨
に

は
、
側
頭
部
に
亀
裂
の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
頭
蓋
骨
が
い
く

つ
か
の
骨
片
が
整
合
さ
れ
て
出
来
て
い
る
と
い
う
認
識
の
上
で
描
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　

さ
ら
に
五
体
の
う
ち
の
数
体
の
頭
蓋
骨
に
注
目
す
る
。
一
番
左
に
い
る
提
灯

を
手
に
持
っ
た
骸
骨
は
、
眼
窩
上
縁
の
隆
起
（
③
）、
耳
の
後
ろ
に
あ
る
乳
様
突

起
（
②
）
が
共
に
膨
ら
み
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
後
頭
部

は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
男
性
的
な
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ

る
﹇
図
11
﹈（
註
22
）。
し
か
も
眉
間
に
窪
み
が
あ
り
、
顎
も
平
ら
で
あ
る
こ
と
は
、

さ
ら
に
男
性
と
し
て
の
認
識
を
強
く
す
る
（
註
23
）。
花
魁
の
名
の
入
っ
た
提
灯
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を
持
ち
歩
く
の
は
、
通
常
男
性
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
男
性
と
わ
か
る
よ
う
に
描

き
分
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
左
か
ら
三
番
目
の
や
や
面
長
の
骸
骨
は
、
眼
窩

上
縁
の
隆
起
（
③
）
は
無
く
、
乳
様
突
起
（
②
）
も
膨
ら
ん
で
お
ら
ず
、
加
え
て

眉
間
の
窪
み
も
描
か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
女
性
と
し
て
描
か
れ
た
蓋
然
性
が
高
い

（
註
24
）﹇
図
12
﹈。
お
そ
ら
く
本
来
は
花
魁
の
後
ろ
を
歩
く
女
性
の
一
人
な
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
芳
年
の
骸
骨
図
は
、
一
見
す
る
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
の

で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
像
主
に
あ
わ
せ
て
男
女
の
描
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　

花
魁
以
外
の
人
物
を
骨
で
表
現
す
る
芳
年
の
作
品
﹇
図
８
﹈
で
は
、
一
般
的
な

花
魁
道
中
の
作
品
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、
役
割
を
担
う
男
女
や
子
ど
も
を
、

骨
の
状
態
で
あ
っ
て
も
判
別
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
忠
実
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
本
作
の
中
心
に
描
か
れ
た
地
獄
大

夫
と
い
う
花
魁
の
存
在
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

岡
崎
奈
音
氏
は
、
地
獄
太
夫
を
室
町
時
代
に
実
在
の
人
物
と
し
て
お
り
、
山
東

京
伝
の
『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
の
中
に
見
え
る
、
一
休
と
地
獄
太
夫
と
の
説
話
（
註

25
）
が
基
盤
に
あ
る
と
し
、
十
七
世
紀
後
半
に
『
一
休
関
東
咄
』
が
刊
行
さ
れ
た

頃
に
は
地
獄
太
夫
と
い
う
存
在
が
成
立
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
註
25
）。

　

何
人
も
の
絵
師
が
地
獄
太
夫
を
題
材
に
し
た
作
品
を
残
し
て
お
り
﹇
図
13
﹈、

ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
背
景
に
な
っ
た
一
つ
の
要
因
に
、
岡
崎
氏
が
述
べ
る
一
休
禅
師
の
伝
説

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
作
者
未
詳
『
一
休
咄
』
に
見
え
る
、
一

休
が
正
月
に
髑
髏
を
掲
げ
て
町
を
歩
い
た
と
い
う
逸
話
な
ど
が
あ
る
。
あ
る
い
は

一
休
作
と
い
う
仮
名
法
語
『
骸
骨
』
の
挿
絵
に
、
登
場
人
物
が
全
て
骸
骨
で
描
か

れ
る
こ
と
な
ど
が
複
合
的
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
、
骸
骨
の

分
析
を
主
眼
と
す
る
た
め
、
本
作
を
含
む
芳
年
作
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
別
の
機
会
で
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
三
節 

葛
飾
北
斎
「
百
物
語 

こ
は
だ
小
平
二
」

　

最
後
に
完
全
な
骸
骨
で
は
な
い
が
、
解
剖
学
的
要
素
を
認
め
る
北
斎
の
「
百
物

語
こ
は
だ
小
平
二
」
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

北
斎
は
、「
富
嶽
三
十
六
景
」
の
う
ち
の
一
枚
で
あ
る
「
隅
田
川
関
屋
の
里
」

（
一
八
三
〇
〜
三
十
二
）
を
描
い
た
前
後
、
千
住
に
住
む
骨
つ
ぎ
医
師
の
名
倉
直

賢
（
弥
次
兵
衛
）
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
、
患
者
た
ち
を
写
生
し
、
骨
格
や
筋
肉

を
学
び
と
ろ
う
と
し
た
。
人
物
を
描
く
に
は
、
人
体
の
骨
格
を
知
る
べ
し
と
考
え

た
北
斎
は
、
こ
の
後
、
人
物
描
法
の
奥
義
を
体
得
し
た
と
い
う
（
註
26
）。

　

こ
の
実
体
験
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
作
品
の
一
つ
が
、「
百
物
語 

こ
は
だ
小
平
二
」﹇
図
14
﹈
で
あ
る
。
山
東
京
伝
の
著
し
た
「
こ
は
だ
小
平
次
」

に
は
、
女
房
の
間
男
に
溺
死
さ
せ
ら
れ
た
歌
舞
伎
役
者
小
平
次
の
生
き
様
が
描
か

れ
る
。
間
抜
け
な
性
格
で
あ
っ
た
小
平
次
は
、
自
分
の
女
房
の
お
塚
と
不
倫
し
て

い
た
鼓
打
の
安
達
左
九
郎
に
騙
さ
れ
、
奥
州
安
積
郡
（
現
福
島
県
）
へ
の
旅
公
演

に
向
か
う
途
中
、
左
九
郎
に
釣
り
に
誘
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
沼
に
沈
め
ら
れ
溺
死
す

る
。

　

こ
の
絵
は
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
小
平
次
が
幽
霊
と
し
て
化
け
て
現
れ
た
場
面

を
描
い
て
い
る
。
薄
暗
い
部
屋
の
中
、
蚊
帳
に
手
を
か
け
た
幽
霊
の
小
平
次
が
、
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恨
め
し
そ
う
に
目
を
向
け
て
い
る
先
に
は
、
お
塚
と
左
九
郎
が
眠
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
頭
部
に
は
わ
ず
か
に
皮
膚
や
髪
の
毛
が
残
っ
て
い
る
様
子
が
細
か
く

描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
完
全
に
は
白
骨
化
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
、

死
ん
だ
そ
の
日
の
う
ち
に
幽
霊
と
し
て
化
け
て
現
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ

う
。
あ
た
か
も
下
か
ら
立
ち
こ
め
る
煙
の
中
か
ら
頭
部
が
現
れ
る
か
の
よ
う
で
あ

り
、
し
か
も
目
は
血
走
り
、
歯
を
む
き
出
し
に
し
て
怒
り
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

ま
さ
に
今
か
ら
報
復
し
よ
う
と
す
る
幽
霊
の
恐
ろ
し
さ
に
は
鬼
気
迫
る
も
の
が
あ

る
。

　

画
面
の
上
半
分
に
は
、
暗
闇
か
ら
現
れ
る
頭
部
が
大
き
く
描
か
れ
、
視
点
は
否

が
応
で
も
そ
こ
に
集
中
す
る
。
蚊
帳
は
、
吊
り
手
の
部
分
だ
け
が
鈍
い
赤
色
で
、

そ
れ
以
外
の
部
分
は
暗
い
色
に
統
一
さ
れ
る
。
全
体
的
に
暗
色
で
描
か
れ
、
薄
暗

い
空
間
で
あ
る
。

　

こ
の
頭
部
の
表
現
に
ま
ず
顕
著
な
の
は
、
額
の
中
心
か
ら
脳
天
に
か
け
て
現
れ

る
縫
い
目
の
よ
う
な
前
頭
縫
合
（
⑦
）
で
あ
る
。
ヒ
ト
の
誕
生
時
に
は
、
胎
児
が

狭
い
産
道
を
通
る
た
め
に
前
頭
骨
が
少
し
だ
け
前
後
・
左
右
に
十
字
に
分
か
れ

た
状
態
に
な
る
が
、
そ
の
時
で
き
た
境
界
線
は
加
齢
と
と
も
に
消
失
す
る
と
い
う

（
註
27
）。
骨
の
癒
合
は
三
歳
頃
で
、
そ
れ
が
縫
合
線
と
し
て
残
っ
た
も
の
で
あ
る

（
註
28
）。
な
お
縫
合
線
の
消
失
は
、
年
齢
差
が
あ
る
よ
う
だ
が
（
註
29
）、
少
な

く
と
も
若
年
者
（
子
ど
も
）
に
は
縫
合
線
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
幽
霊
の
頭
蓋
を
よ
く
見
る
と
、
眉
間
部
に
グ
ラ
ベ
ラ
（
⑤
）

が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
乳
様
突
起
（
②
）
は
膨
ら
み
と
い
う
よ
り
や
や
尖
り
気

味
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
む
し
ろ
女
性
的
な
特
徴
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
註
30
）。
た
だ
、
性
差
を
決
定
的
に
す
る
外
後
頭
部
隆
起
（
⑥
）
に
関
し
て
、
本

作
の
場
合
、
頭
蓋
骨
の
向
き
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
な
い
た
め
﹇
図
15
﹈、
そ

の
判
別
は
し
に
く
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
北
斎
の
頭
蓋
骨
は
、
形
や
骨
の
位
置
関
係

は
正
確
で
は
あ
る
が
、
厳
密
に
男
女
の
性
差
を
判
別
す
る
ほ
ど
の
細
部
描
写
は
な

く
、
ま
た
成
人
で
あ
る
は
ず
の
像
主
に
子
ど
も
と
思
わ
れ
る
特
徴
を
加
え
る
な
ど
、

全
て
が
医
学
的
な
整
合
性
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
の
原
島
広
至
氏
も
本
作
を
解
剖
学
的
に
分
析

し
、
前
頭
縫
合
や
下
顎
枝
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
さ
ら
に
口
中
に
見
え
る
歯
が

二
十
二
本
で
、
反
対
側
も
同
数
と
す
る
と
明
ら
か
に
本
数
が
過
剰
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
31
）。
医
学
的
な
整
合
性
を
あ
え
て
無
視
し
て
歯
列

の
強
調
を
し
た
点
も
ま
た
幽
霊
の
異
常
さ
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
の
方
法
で
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
考
察
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
作
に
臨
む
北
斎
の
作

画
意
図
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

歌
川
国
芳
の
「
相
馬
の
古
内
裏
」
を
端
緒
と
し
て
骨
の
描
か
れ
た
三
枚
の
絵
に

つ
い
て
、
と
く
に
頭
蓋
骨
に
着
目
し
な
が
ら
、
解
剖
学
的
な
正
確
さ
が
見
ら
れ
る

か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
最
終
的
に
、
国
芳
が
ど
の
よ
う
な
医
学
書
や
模
型
等
を

参
照
し
て
、
解
剖
学
の
知
識
を
取
り
入
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
解
明
で
き

な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
し
か
し
、
人
体
の
骨
格
を
正
確
に
把
握
し
、

そ
れ
を
作
品
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
こ
と
は
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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医
学
と
し
て
の
解
剖
学
の
習
熟
は
、
美
術
と
し
て
の
表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
そ
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
自
由
な
表
現
が
失
わ
れ

る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
解
剖
学
的
な
知
識
を
念
頭
に
描
か
れ
た
骸
骨
の
、
見

る
者
へ
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
い
。
さ
ら
に
幽
霊
や
妖
怪
な
ど
、
現
実
で
は
あ

り
得
な
い
も
の
を
描
く
、
あ
る
い
は
動
き
の
あ
る
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
た
絵
を
描
く
際

に
は
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
時
に
は
北
斎
作
品
の
よ
う
に
意
図
的
に
そ
の
一
部
を
乱

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
面
白
さ
を
加
味
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
解
剖
学
的
知
見
に
基
づ
き
な
が
ら
絵
を
辿
る

こ
と
で
、
医
学
が
発
展
し
、
医
学
書
が
普
及
し
始
め
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
う

し
た
知
見
が
広
く
社
会
に
認
知
・
受
容
さ
れ
て
い
く
過
程
を
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
背
景
に
は
こ
の
時
期
に
人
気
を
博
し
た
見
世
物
興
行
や
生
人
形

の
流
行
と
い
っ
た
社
会
的
な
事
情
も
ま
た
、
庶
民
が
迫
真
的
な
人
体
表
現
へ
接

し
得
た
素
地
と
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た

流
れ
の
中
で
、
以
前
に
は
な
い
新
た
な
浮
世
絵
表
現
が
確
立
さ
れ
て
行
く
こ
と
は

興
味
深
い
。
国
芳
や
北
斎
、
芳
年
は
、
骸
骨
を
迫
真
的
に
描
く
こ
と
を
追
求
し
た

が
、
こ
れ
は
当
時
の
庶
民
の
間
に
も
そ
う
い
っ
た
趣
向
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
挿
図
中
の
枠
で
囲
っ
た
コ
メ
ン
ト
は
、『
骨
の
事
典
』（
註
32
）
お
よ
び

鈴
木
氏
の
著
書
（
註
32
）
を
参
考
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お

く
。

註（
１
）
鈴
木
隆
雄
『
骨
の
辞
典
』（
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
三
年
）、
一
〇
四

－

一
一
九
頁

（
２
）  

埴
原
和
郎
「
判
別
函
数
に
よ
る
日
本
人
頭
骨
な
ら
び
に
肩
甲
骨
の
性
別
判
定
法
」『
人

類
学
雑
誌 

67
巻
47
号
』（
一
九
六
〇
年
）

（
３
）  

長
岡
朋
人
「
中
世
日
本
人
の
破
損
頭
蓋
の
性
別
判
定
」『A

nthropological 

Science （Japanese Series

） V
ol.113

』（
二
〇
〇
五
年
）

（
４
）  

鈴
木
隆
雄
『
骨
が
語
る-

ス
ケ
ル
ト
ン
探
偵
の
報
告
書-

』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
〇

年
）
二
三

－

二
五
頁

（
５
）
註
1
に
同
じ

（
６
）
註
1
に
同
じ

（
７
）  

窪
田
金
次
郎
、
ゲ
ル
ト
・
ホ
ル
ス
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
『
図
説
体
表
解
剖
書
』（
朝

倉
書
店
、
一
九
九
二
年
）

（
８
）  

松
井
章
「
中
国
新
石
器
時
代
に
お
け
る
家
畜
・
家
禽
の
起
源
と
、
東
ア
ジ
ア
へ
の

拡
散
の
動
物
考
古
学
的
研
究
」（
明
新
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
二
一
頁
よ
り
引
用

（
９
）  

水
野
美
術
館
『
浮
世
絵
師
歌
川
国
芳
展
』（
二
〇
一
九
）、
太
田
記
念
美
術
館
『
没

後
一
六
〇
年
記
念
歌
川
国
芳
展
』（
二
〇
二
一
）、
万
葉
博
物
館
『
歌
川
国
芳
展

－

浮
世
絵
界
の
風
雲
児

－

』（
二
〇
二
一
）、
文
化
博
物
館
『
挑
む
浮
世
絵
国
芳
か
ら

芳
年
へ
』（
二
〇
二
二
）
な
ど

（
10
）  

悳
俊
彦
『
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

も
っ
と
知
り
た
い
歌
川
国
芳 

生
涯
と
作
品
』（
東
京
美
術
、
二
〇
〇
八
年
）、
田
辺
昌
子
『
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

も
っ
と
知
り
た
い
浮
世
絵
』（
東
京
美
術
、
二
〇
一
九
年
）

（
11
）  

宮
永
美
知
代
、
島
田
和
幸
「
河
鍋
暁
斎
の
解
剖
図
と
描
画
と
し
て
の
骸
骨
図
」『
美
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医
学
と
し
て
の
解
剖
学
の
習
熟
は
、
美
術
と
し
て
の
表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
そ
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
自
由
な
表
現
が
失
わ
れ

る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
解
剖
学
的
な
知
識
を
念
頭
に
描
か
れ
た
骸
骨
の
、
見

る
者
へ
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
い
。
さ
ら
に
幽
霊
や
妖
怪
な
ど
、
現
実
で
は
あ

り
得
な
い
も
の
を
描
く
、
あ
る
い
は
動
き
の
あ
る
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
た
絵
を
描
く
際

に
は
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
時
に
は
北
斎
作
品
の
よ
う
に
意
図
的
に
そ
の
一
部
を
乱

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
面
白
さ
を
加
味
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
解
剖
学
的
知
見
に
基
づ
き
な
が
ら
絵
を
辿
る

こ
と
で
、
医
学
が
発
展
し
、
医
学
書
が
普
及
し
始
め
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
う

し
た
知
見
が
広
く
社
会
に
認
知
・
受
容
さ
れ
て
い
く
過
程
を
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
背
景
に
は
こ
の
時
期
に
人
気
を
博
し
た
見
世
物
興
行
や
生
人
形

の
流
行
と
い
っ
た
社
会
的
な
事
情
も
ま
た
、
庶
民
が
迫
真
的
な
人
体
表
現
へ
接

し
得
た
素
地
と
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た

流
れ
の
中
で
、
以
前
に
は
な
い
新
た
な
浮
世
絵
表
現
が
確
立
さ
れ
て
行
く
こ
と
は

興
味
深
い
。
国
芳
や
北
斎
、
芳
年
は
、
骸
骨
を
迫
真
的
に
描
く
こ
と
を
追
求
し
た

が
、
こ
れ
は
当
時
の
庶
民
の
間
に
も
そ
う
い
っ
た
趣
向
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
挿
図
中
の
枠
で
囲
っ
た
コ
メ
ン
ト
は
、『
骨
の
事
典
』（
註
32
）
お
よ
び

鈴
木
氏
の
著
書
（
註
32
）
を
参
考
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お

く
。

註（
１
）
鈴
木
隆
雄
『
骨
の
辞
典
』（
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
三
年
）、
一
〇
四

－

一
一
九
頁

（
２
）  

埴
原
和
郎
「
判
別
函
数
に
よ
る
日
本
人
頭
骨
な
ら
び
に
肩
甲
骨
の
性
別
判
定
法
」『
人

類
学
雑
誌 

67
巻
47
号
』（
一
九
六
〇
年
）

（
３
）  

長
岡
朋
人
「
中
世
日
本
人
の
破
損
頭
蓋
の
性
別
判
定
」『A

nthropological 

Science （Japanese Series

） V
ol.113

』（
二
〇
〇
五
年
）

（
４
）  

鈴
木
隆
雄
『
骨
が
語
る-

ス
ケ
ル
ト
ン
探
偵
の
報
告
書-

』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
〇

年
）
二
三

－

二
五
頁

（
５
）
註
1
に
同
じ

（
６
）
註
1
に
同
じ

（
７
）  

窪
田
金
次
郎
、
ゲ
ル
ト
・
ホ
ル
ス
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
『
図
説
体
表
解
剖
書
』（
朝

倉
書
店
、
一
九
九
二
年
）

（
８
）  

松
井
章
「
中
国
新
石
器
時
代
に
お
け
る
家
畜
・
家
禽
の
起
源
と
、
東
ア
ジ
ア
へ
の

拡
散
の
動
物
考
古
学
的
研
究
」（
明
新
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
二
一
頁
よ
り
引
用

（
９
）  

水
野
美
術
館
『
浮
世
絵
師
歌
川
国
芳
展
』（
二
〇
一
九
）、
太
田
記
念
美
術
館
『
没

後
一
六
〇
年
記
念
歌
川
国
芳
展
』（
二
〇
二
一
）、
万
葉
博
物
館
『
歌
川
国
芳
展

－

浮
世
絵
界
の
風
雲
児

－

』（
二
〇
二
一
）、
文
化
博
物
館
『
挑
む
浮
世
絵
国
芳
か
ら

芳
年
へ
』（
二
〇
二
二
）
な
ど

（
10
）  

悳
俊
彦
『
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

も
っ
と
知
り
た
い
歌
川
国
芳 

生
涯
と
作
品
』（
東
京
美
術
、
二
〇
〇
八
年
）、
田
辺
昌
子
『
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

も
っ
と
知
り
た
い
浮
世
絵
』（
東
京
美
術
、
二
〇
一
九
年
）

（
11
）  

宮
永
美
知
代
、
島
田
和
幸
「
河
鍋
暁
斎
の
解
剖
図
と
描
画
と
し
て
の
骸
骨
図
」『
美
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術
解
剖
学
雑
誌
』（
二
〇
〇
七
年
）、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
他
『
国
際
浮
世
絵

学
会
創
立
50
周
年
記
念 

大
浮
世
絵
展
』（
二
〇
一
四
年
）、
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
『
俺

た
ち
の
国
芳 

わ
た
し
の
国
貞 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
』（
二
〇
一
六
年
）

（
12
）
鈴
木
重
三
『
国
芳
』（
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
）

（
13
）
浅
野
秀
剛
、
吉
田
伸
之
『
浮
世
絵
を
読
む 

６ 

国
芳
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）

（
14
）  

千
葉
正
司
、
三
國
裕
子
「
歌
川
国
芳
の
「
相
馬
の
古
内
裏
」
骸
骨
と
「
解
体
新

書
」
支
體
全
骨
の
胸
郭
と
そ
の
関
係
に
つ
い
て
」『
人
類
形
態
科
学
研
究
会
機
関
誌
』

（
二
〇
二
〇
年
）

（
15
）  

勝
盛
典
子
「
大
浪
か
ら
国
芳
へ
ー
美
術
に
み
る
蘭
書
受
容
の
か
た
ち
」『
神
戸
市
立

博
物
館
紀
要
』
十
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、
勝
原
良
太
「
国
芳
の
洋
風
版
画
と
蘭
書

　
『
東
西
海
陸
紀
行
』
の
図
像
」『
日
本
研
究
』
三
十
四
集
（
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
）

（
16
）
註
1
に
同
じ

（
17
）
註
1
に
同
じ

（
18
）
註
1
に
同
じ

（
19
）
註
1
に
同
じ

（
20
）
註
1
に
同
じ

（
21
）
永
井
義
男
『
図
説 

吉
原
事
典
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
五
）
一
四
八
頁

（
22
）
註
1
に
同
じ

（
23
）
註
4
に
同
じ

（
24
）
註
1
に
同
じ

（
25
）  

岡
島
奈
音
「
衣
裳
文
様
か
ら
見
る
河
鍋
暁
斎
筆
「
地
獄
太
夫
図
」」『
文
化
学
園
大
学
・

文
化
学
園
大
学
短
期
大
学
部
紀
要 

50
』（
二
〇
一
九
年
）

（
26
）
名
倉
弓
雄
『
江
戸
の
骨
つ
ぎ
』
一
一
九

－

一
二
三
頁
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
）

（
27
）
註
1
に
同
じ

（
28
）
註
７
に
同
じ

（
29
）
註
1
に
同
じ

（
30
）
註
1
に
同
じ

（
31
）  

原
島
広
至
『
名
画
と
解
剖
学
「
マ
ダ
ム
Ｘ
」
に
は
な
ぜ
鎖
骨
が
な
い
の
か
？
』（CCC

メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
、
二
〇
一
八
年
）
四
二

－

四
七
頁
。
原
島
氏
は
、
成
人
に
も
前

頭
縫
合
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
そ
の
割
合
は
僅
少
で
あ
る
と
い
い
、

北
斎
は
作
画
に
当
た
り
、
幽
霊
ら
し
さ
を
出
す
た
め
小
児
の
頭
蓋
骨
も
参
考
に
し

て
描
い
た
た
め
、
部
分
的
に
小
児
の
頭
蓋
骨
の
特
徴
が
出
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
過
剰
歯
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
32
） 

註
1
に
同
じ

（
33
） 

註
4
に
同
じ

参
考
文
献

岩
切
友
里
子
『
国
芳 

カ
ラ
ー
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
）

片
渕
美
穂
子
「
養
生
に
お
け
る
身
体
認
識
曽 

慾
を
孕
む
身
体
」『
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
』

（
二
〇
二
二
年
）

加
藤
公
太
『
美
術
解
剖
学
と
は
何
か
』（
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
二
〇
年
）

川
添
裕
、
木
下
直
之
、
橋
爪
紳
也
『
別
冊
太
陽 

日
本
の
こ
こ
ろ 

見
世
物
は
お
も
し
ろ
い
』

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
）
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金 

永
昊
「
江
戸
時
代
の
怪
談
研
究:

百
物
語
怪
談
集
を
中
心
に
」『
日
本
語
・
日
本
文
化
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
レ
ポ
ー
ト
集
』（
広
島
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
）

佐
藤
弘
夫
「
江
戸
の
怪
談
に
み
る
死
生
観
」『
死
生
学
年
報
』（
二
〇
一
三
年
）

白
戸
満
喜
子
「<
特
集
論
文>

京
傳
と
国
芳:

『
復
讐
曲
輪
達
引
』
成
立
考
」『
日
本
文
學
誌
要
』

（
一
九
九
四
年
）

白
戸
満
喜
子
「
あ
ら
が
う
国
芳
」『
日
本
文
學
誌
要
』（
二
〇
一
〇
年
）

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
『
杏
雨
書
屋
特
別
展
示
会 

第
58
回 

解
体
新
書
と
タ
ー
ヘ

ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
：
解
剖
図
の
洋
画
表
現
』（
二
〇
一
二
年
）

中
山
創
太
「
歌
川
国
芳
に
み
る
同
年
代
美
術
そ
の
接
触
と
そ
の
展
開
」『
文
化
交
渉:

東
ア
ジ

ア
文
化
研
究
科
院
生
論
集
』（
二
〇
一
三
年
）

中
山
創
太
「
洋
風
画
表
現
に
み
る
歌
川
国
芳
の
試
み-
透
視
図
法
と
陰
影
表
現
を
中
心
に-

」

『
文
化
交
渉:

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
院
生
論
集
』（
二
〇
一
三
年
）

西
村
貞
「
凹
凸
堂
中
亥
と
そ
の
銅
鐫
作
品 

上
」『
美
術
研
究
』（
一
九
三
六
年
）

西
村
貞
「
凹
凸
堂
中
亥
と
そ
の
銅
鐫
作
品 

下
」『
美
術
研
究
』（
一
九
三
六
年
）

藤
本
十
四
秋
「
解
体
新
書
と
、
附
図
を
描
い
た
小
田
野
直
武
」『
川
崎
医
療
短
期
大
学
紀
要
』

（
二
〇
〇
九
年
）

堀
じ
ゅ
ん
子
「
浮
世
絵
版
画
と
時
事
的
情
報 : 

国
芳
と
広
重
の
場
合
」『Bulletin
』

（
二
〇
一
六
年
）

宮
永
孝
「
解
剖
小
史:

美
術
家
と
解
剖
」『
社
会
志
林
』（
二
〇
〇
三
年
）

宮
永
孝
「
日
本
に
お
け
る
美
術
解
剖
学
」『
社
会
志
林
』（
二
〇
〇
四
年
）

安
田
健
次
郎
「
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
塾
所
蔵
の
貴
重
書
：
『
解
剖
存
信
図
』」『
慶

応
医
学
』（
二
〇
〇
五
年
）

安
永
幸
史
「
幕
末
浮
世
絵
に
お
け
る
西
洋
版
画
の
受
容
に
つ
い
て:

歌
川
国
芳
を
中
心
に
」

『
海
港
都
市
研
究
』（
二
〇
〇
九
年
）
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図１　歌川国芳「相馬の古内裏」1845-46年頃、木版多色刷、大判錦絵三枚

図２　頭蓋骨の性差

図版

男性

男性

男性

女性眉間部

乳様突起

外後頭隆起

女性

女性
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眼窩下孔 

オトガイ孔 

項筋稜

グラベラ 

乳様突起

図３　頭蓋骨の部分名称

図４　眼窩下孔（参考:3D人体解剖マルチメディアプログラム Visible Body）

図５　オトガイ孔（参考:3D人体解剖マルチメディアプログラム Visible Body）

項筋稜

グラベラ

眼窩下孔

オトガイ孔

乳様突起
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男性的特徴 

・眉上に隆起がある 

・耳後ろの乳様突起が鍵状 

・眉間に窪みがある 

・顎先が平らである 

図６「相馬の古内裏」の頭蓋骨の性別

図７　歌川国輝「猨島郡岩井郷相馬の古内裏 瀧夜叉姫」
大判錦絵,年代不明

男性的特徴　　　　　　　

・眉上に隆起がある　　　

・耳後ろの乳様突起が鍵状

・眉間に窪みがある　　　

・顎先が平らである　　　
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図８　月岡芳年「新形三十六怪撰 地獄太夫悟道の図」
1890年、大判錦絵

図８部分

54奈良大学大学院研究年報　第28号（2023年）

－159－



  

図９　歌川広重「江戸名所 吉原桜之図」弘化年間／1844-1848　横大判 錦絵

図10　歌川広重「新板江戸名所 新吉原仲之町春之景」天保後期／1837-1843　横大判 錦絵
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男性的特徴 

・眉上に隆起がある 

・耳後ろの乳様突起が 

膨らんでいる 

・眉間に窪みがある 

・顎先が平らである 

女性的特徴 

・眉上の隆起がない 

・耳後ろの乳様突起が 

膨らんでいない 

・眉間に窪みがない 

図11　「地獄太夫悟道の図」の頭骸骨の性別
〈一番左の骸骨〉

図12　「地獄太夫悟道の図」の頭骸骨の性別
　　　〈左から３番目の骸骨〉

図13　歌川広重「東海道五十三対 関」
　　　大判錦絵,1843年

男性的特徴　　　　　
・眉上に隆起がある　
・耳後ろの乳様突起が
膨らんでいる　　
・眉間に窪みがある　
・顎先が平らである　

女性的特徴　　　　　
・眉上の隆起がない　
・耳後ろの乳様突起が
膨らんでいない　
・眉間に窪みがない　
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男性的特徴 

・眉間に窪みがある 

女性的特徴 

・耳後ろの乳様突起が鍵状 

 

・縫合線がある 

→子供の頭蓋骨 

・過剰歯 

図14　葛飾北斎「百物語 こはだ小平二」
1831-32年頃　すみだ北斎美術館所蔵
画像提供：すみだ北斎美術館／ DNPartcom

図15　「こはだ小平次」の頭蓋骨の性別

男性的特徴　　　　　　　
・眉上に窪みがある　　　
女性的特徴　　　　　　　
・耳後ろの乳様突起が鍵状

・縫合線がある　　　　　
→子供の頭蓋骨

・過剰歯　　　　　　　　
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男性的特徴 

・眉上に隆起がある 

・耳後ろの乳様突起が 

膨らんでいる 

・眉間に窪みがある 

・顎先が平らである 

女性的特徴 

・眉上の隆起がない 

・耳後ろの乳様突起が 

膨らんでいない 

・眉間に窪みがない 

図11　「地獄太夫悟道の図」の頭骸骨の性別
〈一番左の骸骨〉

図12　「地獄太夫悟道の図」の頭骸骨の性別
　　　〈左から３番目の骸骨〉

図13　歌川広重「東海道五十三対 関」
　　　大判錦絵,1843年

男性的特徴　　　　　
・眉上に隆起がある　
・耳後ろの乳様突起が
膨らんでいる　　
・眉間に窪みがある　
・顎先が平らである　

女性的特徴　　　　　
・眉上の隆起がない　
・耳後ろの乳様突起が
膨らんでいない　
・眉間に窪みがない　
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図
版
出
典

﹇
図
１
﹈  
歌
川
国
芳
「
相
馬
の
古
内
裏
」
所
蔵
先
：
東
京
富
士
美
術
館
（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
二
二
年
十
月
六
日
）

﹇
図
２
﹈
頭
蓋
骨
の
性
差

　
　
　
　

  

松
井
章
「
中
国
新
石
器
時
代
に
お
け
る
家
畜
・
家
禽
の
起
源
と
、
東
ア
ジ
ア
へ

の
拡
散
の
動
物
考
古
学
的
研
究
」（
明
新
社
、
二
〇
一
六
年
）　

一
二
一
頁
よ
り

引
用

﹇
図
３
﹈
頭
蓋
骨
の
部
分
名
称
﹇
図
１
﹈
と
同
じ

﹇
図
４
﹈
眼
窩
下
孔

　
　
　
　

V
isible Body 

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
）

　
　
　
　

https

：//w
w

w
.visiblebody.com

/ja/learn　

お
よ
び
﹇
図
1
﹈
と
同
じ

﹇
図
５
﹈
オ
ト
ガ
イ
孔　
﹇
図
１
﹈﹇
図
３
﹈
と
同
じ

﹇
図
６
﹈「
相
馬
の
古
内
裏
」
の
頭
蓋
骨
の
性
別　
﹇
図
１
﹈﹇
図
２
﹈
と
同
じ

﹇
図
７
﹈ 

歌
川
国
輝
「
猨
島
郡
岩
井
郷
相
馬
の
古
内
裏 

瀧
夜
叉
姫
」

　
　
　

  

所
蔵
先
：Nationaal M
useum

 van W
ereldculturen （Rijksm

useum
 Volkenkunde, 

Leiden

） 

﹇
図
８
﹈  

月
岡
芳
年
「
新
形
三
十
六
怪
撰 

地
獄
太
夫
悟
道
の
図
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン　

https

：//dl.ndl.go.jp/info

：ndljp/pid/1306513?tocOpened=1 

（
最

終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
七
月
一
日
）

﹇
図
８
部
分
﹈  

月
岡
芳
年
「
新
形
三
十
六
怪
撰 

地
獄
太
夫
悟
道
の
図
」
の
一
部 

﹇
図
10
﹈

と
同
じ

﹇
図
９
﹈  

歌
川
広
重
「
江
戸
名
所 

吉
原
桜
之
図
」
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー 

米
国
議
会
図

書
館
所
蔵
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

﹇
図
10
﹈  

歌
川
広
重
「
新
板
江
戸
名
所 

新
吉
原
仲
之
町
春
之
景
」
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー 

米
国
議
会
図
書
館
所
蔵
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

﹇
図
11
﹈  「
地
獄
太
夫
悟
道
の
図
」
の
頭
蓋
骨
の
性
別
〈
一
番
左
の
骸
骨
〉﹇
図
2
﹈﹇
図
10

－

１
﹈
と
同
じ

﹇
図
12
﹈  「
地
獄
太
夫
悟
道
の
図
」
の
頭
蓋
骨
の
性
別
〈
左
か
ら
3
番
目
の
骸
骨
〉﹇
図
2
﹈

﹇
図
10

－

１
﹈
と
同
じ

﹇
図
13
﹈ 

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
対 

関
」

　
　
　

  

所
蔵
先
： Nationaal M

useum
 van W

ereldculturen （Rijksm
useum

 Volkenkunde, 

Leiden

） 

﹇
図
14
﹈  

葛
飾
北
斎
「
百
物
語 

こ
は
だ
小
平
二
」
所
蔵
先
：
す
み
だ
北
斎
美
術
館　

画
像

提
供
：
す
み
だ
北
斎
美
術
館 / D

N
Partcom

﹇
図
15
﹈「
こ
は
だ
小
平
二
」
の
頭
蓋
骨
の
性
別　
﹇
図
２
﹈﹇
図
８
﹈
と
同
じ
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図
版
出
典

﹇
図
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Abstract

Skeletons in Ukiyo-e

Aika KUDO

　” Soma no furudairi” was painted by Utagawa Kuniyoshi（1798－1861）. Many researchers 

have pointed out the infl uence of “anatomical drawings” and other pictorial works, as well as 

“freak shows,” as the background of this work. The “skeleton” depicted in this work has been 

pointed out to have anatomical elements, but a specifi c examination from such a viewpoint has 

not yet been made.

　In this paper, we have taken up Kuniyoshi’s works, examined Katsushika Hokusai’s “Hya-

kumonogatari Kohada Koheiji,” and, although the period falls into the Meiji era, focused on the 

skeletons represented in three paintings by Kuniyoshi’s pupil Tsukioka Hounen（1839－1892）, 

including “Shinkei sanjuurokkaisen Jigokudayu Godo no Zu,” and examined the anatomical ele-

ments（medical consistency）in these works.

Key words：①Soma no furudairi　②Utagawa Kuniyoshi ③Ukiyo-e ④skeleton
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